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北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
最

大
の
目
的
は
北
九
州
市
内
７
２
，

０
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
の
す
て

き
な
笑
顔
の
為
に
活
動
し
て
い
く

事
、
北
九
州
市
内
200
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
活
性
化
す
る
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
主
権
な
の
で
す
。
北
九
州
市

内
に
は
現
在
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
合
わ
せ
て
200
の
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
存
在
し
ま
す
。
北
九

州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
構
成
員
は

200
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
で
す
。

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
活
性
化
す
る
こ

と
に
よ
り
連
合
会
が
。
連
合
会
が

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
が
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
活

性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
が
活
性
化
す
る
の

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
心

豊
か
な
笑
顔
溢
れ
る
家
庭
が
、
地

域
が
、
日
本
が
創
造
し
て
い
け
る

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
平

成
26
年
に
50
周
年
を
迎
え
更
な

る
50
年
に
向
け
て
平
成
27
年
度
は

新
し
い
組
織
改
革
を
再
構
築
し
一

年
間
各
区
連
合
会
へ
お
伺
い
さ
せ

て
頂
き
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
皆
様
方

の
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
方
の
お
陰
で
、
平
成
28

年
度
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
組

織
改
革
案
が
可
決
さ
れ
新
し
い
北

九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
愛
情
の
反
対

は
無
関
心
。
成
功
の
反
対
は
失
敗

で
は
な
く
何
も
し
な
い
こ
と
。
何

事
に
も
関
心
を
持
ち
失
敗
を
恐
れ

ず
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
精
神
を
持
ち
備
え
、
揺
る
ぎ

な
く
力
強
く
皆
様
方
と
行
動
し
て

い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
人
を
応
援
す
る
の
に
理
由
は

要
り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
の
に
理
由
は
要
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
人
は
助
け
あ
っ
て

生
き
て
い
く
為
に
こ
の
世
に
生
を

受
け
た
か
ら
で
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
助
け
合
っ

て
何
事
に
も
取
り
組
ん
で
い
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
4
月
16
日
に
発
生
し

た
熊
本
・
大
分
地
震
に
お
き
ま

し
て
被
災
に
合
わ
れ
た
方
々
の
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
子

ど
も
た
ち
の
支
え
に
な
り
た
い
と

思
い
「
届
け
よ
う
200
校
の
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
元
気
な
ひ
ま
わ
り

を
被
災
地
の
学
校
へ
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
200
校
の
子
ど
も
た
ち

が
ひ
ま
わ
り
を
育
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
描
き
北
九
州
市
内
の
子
ど
も
た

ち
が
熊
本
・
大
分
の
子
ど
も
た
ち

へ
届
け
る
と
い
う
事
業
で
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
に
は
北
九
州

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
素
敵

な
笑
顔
の
た
め
に
…
」
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子
供
た
ち
の

　
す
て
き
な
笑
顔
の
た
め
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

会
長　

曽
我
部　
駿
介

❶
生
年
月
日

　
１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）9
月
24
日

❷
血
液
型

　
Ａ
Ｂ
型　
て
ん
び
ん
座

❸
趣　
　
味

　
サ
ッ
カ
ー
、ゴ
ル
フ

❹
子
ど
も

　
長
男
…
大
学
1
年
生

　
次
男
…
高
校
1
年
生

　
三
男
…
小
学
4
年
生

❺
Ｐ
Ｔ
Ａ
歴

平
成
22
年
～
平
成
28
年

黒
崎
中
央
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

平
成
23
年

北
九
州
市
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

平
成
22
年
～
平
成
26
年

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
役
員

（
副
会
長
3
年
、監
事
2
年
）

平
成
27
年
～
平
成
28
年

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長

❻
好
き
な
言
葉

　
「
与
え
ら
れ
た
場
で
最
善
を
尽
く
す
」

　
「
今
何
を
す
る
の
か
」

校
長
会
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
を
は
じ

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
市
内
各
中
学
校
の
運
営
や
生
徒
た

ち
の
健
全
育
成
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

中
学
校
長
会
は
本
年
度
、「
北
九
州

市
子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
プ

ラ
ン
」
と
と
も
に
、
本
年
３
月
末
に

ま
と
ま
っ
た
北
九
州
市
教
育
委
員
会

の
「
学
力
・
体
力
向
上
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
ふ
ま
え
、
積
極
的
か

つ
果
敢
な
教
育
実
践
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
学
力
・
体
力
の
向

上
」
や
「
教
育
日
本
一
を
実
感
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
総
合
教
育
会
議
を
経
て
、

北
橋
市
長
が
策
定
し
た
『
北
九
州
市

教
育
大
綱
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
で
す
。
よ
っ
て
、

本
市
の
歴
史
の
中
で
蓄
積
さ
れ
て
き

た
、
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、

環
境
な
ど
各
分
野
で
の
市
民
の
豊
か

な
営
み
を
誇
り
に
思
い
、
将
来
に
わ

た
っ
て
こ
の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ

ひ
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
北

九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
中
学
校
教
育
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
力
強
い
連
携

を
基
に
、
最
終
的
に
北
九
州
市
教
育

の
目
標
で
あ
る
「
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
、
自
立
し
た
子
ど
も
を
は
ぐ
く

む
」
を
達
成
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。

北
九
州
市
立
中
学
校
長
会

　
（
北
九
州
市
立
黒
崎
中
学
校
）

会
長　

大
峯　
一
純

今
年
の
夏
は
、
リ
オ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
団
の
活
躍

に
寝
不
足
の
日
々
を
過
ご
し
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
く
言
う
私
も
そ
の
一
人

で
す
。
特
に
、
本
市
ゆ
か
り
の
男

女
混
合
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

の
栗
原
選
手
、
男
子
マ
ラ
ソ
ン
の

北
島
選
手
に
は
、
テ
レ
ビ
の
前
で

声
を
枯
ら
し
て
応
援
し
ま
し
た
。

さ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、

市
Ｐ
協
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
市
小
学
校
教

育
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
小

学
校
長
会
は
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

元
気
な
子
ど
も
が
育
つ
小
学
校
教

育
の
実
現
」
と
「
校
長
会
と
し
て

固
い
絆
を
結
び
、
創
意
あ
る
学
校

経
営
を
推
進
す
る
」
２
点
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
１
点
目

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
び
地
域
住
民
と
の
厚
い
信
頼
関

係
を
基
に
、
地
域
文
化
の
香
る
温

か
い
小
学
校
を
創
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
お
互

い
手
を
携
え
て
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

北
九
州
市
立
小
学
校
長
会

（
北
九
州
市
立
黒
崎
中
央
小
学
校
）

会
長　

萬
德　
紀
之

平
成
28
年
度
、
特
別
支
援
学
校

で
は
、
東
部
地
域
の
再
編
整
備
に

伴
い
、
門
司
総
合
特
別
支
援
学
校

と
小
倉
総
合
特
別
支
援
学
校
が
開

校
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
学

校
も
、
複
数
の
障
害
種
を
対
象
と

す
る
北
九
州
市
で
初
め
て
の
特
別

支
援
学
校
で
す
。
特
別
支
援
学
校

長
会
と
し
て
、
こ
の
歴
史
的
な
年

に
あ
た
り
、
再
編
の
意
味
や
意
義

を
吟
味
し
つ
つ
、
新
た
な
学
校
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
11
月
に
北
橋
市
長

が
策
定
し
た
『
北
九
州
市
教
育
大

綱
』
に
は
、「
障
害
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
支
援
」
が
位
置
付
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は

『（
仮
称
）
北
九
州
市
特
別
支
援
教

育
推
進
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
向

け
、
こ
の
秋
に
は
市
民
意
見
の
募

集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を

行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
長
会
で
は
、
特

別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
北

九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
皆
様
と

も
協
力
し
連
携
を
深
め
る
中
で
、

こ
う
し
た
市
民
や
保
護
者
の
皆
様

か
ら
の
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。特
別
支
援
学
校
へ
の
ご
理
解
、

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

北
九
州
市
立
特
支
校
長
会

（
北
九
州
市
立
門
司
総
合
特
別
支
援
学
校
）

会
長　

金
田　
孝
一

ここで述べるメディアとはテレビ、ビデオ、テレビゲーム、携帯ゲーム、インターネット、携帯電話などを意味します。特に、乳児や幼児期では
テレビやビデオ、学童期ではそれに加えてテレビゲームや携帯用ゲーム、思春期以降ではインターネットや携帯電話が問題となります。

北九州市PTA協議会は「ケータイ夜10時電源OFF運動」を推進しています。

夜は電源OFF!!

北九州市PTA協議会では、子どもとメディアの問題について考え、
積極的に啓発活動を行っていきたいと思います。
メディアとの長時間に及ぶ接触はいまだかつて人類が経験したことのないものとなり、
心身の発達過程にある子どもへの影響が懸念されています。

平
成
28
年
６
月
25
日
（
土
）
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
主
催
、
第
１
回
会
長・

副
会
長
・
役
員
研
修
会
が
、
ホ
テ
ル

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
九
州
市
の
小
学
校　

中
学
校　

特
別
支
援
学
校
の
ベ
テ
ラ

ン
役
員
、
新
役
員　

理
事
の
皆
さ
ん

235
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
絵
本
セ
ラ

ピ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
絵

本
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
八
坂
禎
則
氏
を
お

招
き
し
、
演
題　
「
子
ど
も
た
ち
に
大

人
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
内
容
で

平
成
28
年
5
月
14
日（
土
）に
ウ
ェ

ル
と
ば
た
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
数
年
ぶ
り
に
、
全
体
会
、

そ
の
後
の
分
科
会
の
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

全
体
会
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
話

で
し
た
。
命
の
大
切
さ
、
子
育
て
に

対
す
る
姿
勢
な
ど
、
講
師
の
山
本
美

也
子
さ
ん
の
体
験
談
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
会
場
で
は
ハ
ン
カ
チ
を
片
手

に
聞
か
れ
る
方
が
多
数
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

分
科
会
は
、
4
つ
の
分
科
会
に
分

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

達
大
人
に
、
絵
本
を
読
ん
で
い
た
だ

き
、
絵
本
の
大
切
さ
、
読
み
方
、
選

び
方
な
ど
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
師
の
八
坂
先
生
も　
「
私

の
こ
と
を
よ
っ
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
下

さ
い
。」
と
お
話
さ
れ
る
等
、
親
し
み

や
す
い
研
修
で
は
な
か
っ
た
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。

次
回
の
第
２
回
会
長
・
副
会
長
・
役

員
研
修
会
は
、
平
成
29
年
2
月
12
日

（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

研
修
を
踏
ま
え
、
良
か
っ
た
所
、
反
省

か
れ
、
第
一
分
科
会
で
は
、
今
年
度

の
九
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
で
の
提
言
発
表

を
行
い
、
第
二
分
科
会
で
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

施
策
説
明
、
第
三
分
科
会
で
は
、
単

Ｐ
活
性
化
推
進
事
業
で
実
践
さ
れ
た

事
践
報
告
発
表
、
第
四
分
科
会
で
は
、

新
人
役
員
向
け
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
何

か
？
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
は

何
か
？
今
年
度
作
成
さ
れ
た
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
利
用
し
な
が

ら
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
別
で
研
修
を
す
る

す
べ
き
と
こ
ろ
を
改
善
し
な
が
ら
、
次

回
の
研
修
会
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
、

引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
て
、
大
変
意
義
の
あ
る

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会

場
が
若
干
狭
く
、
分
科
会
に
よ
っ
て

は
人
数
制
限
す
る
な
ど
、
う
れ
し
い

悲
鳴
と
な
り
ま
し
た
。

会
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
28
年
度　

第
１
回
会
長
・
副
会
長
・
役
員
研
修
会

平
成
28
年
度　

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
・
家
庭
教
育
講
演
会

第
11
回 「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
ザ
・
非
行
ふ
く
お
か
」

北
九
州
市
大
会
開
催

平
成
28
年
７
月
30
日
㈯
、北
九
州
芸
術
劇
場　
大
ホ
ー

ル
で
、
第
11
回
「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
・
ザ
・
非
行　
ふ
く
お
か
」

北
九
州
市
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
福
岡
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
少
年
課　

北

九
州
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

係
長　

安
永
智
美
氏

か
ら
「
親
な
ら
わ
か
れ
よ
～
問
題
行
動
は
子
ど
も
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
～
」
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

講
師
に
子
ど
も
の
学
び
館 

代
表
取
締
役　
福
永
宅
司
氏

を
お
招
き
し
、「
子
育
て
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
」
と
い
う
演

題
で
の
講
演
、
続
い
て
「
君
を
い
じ
め
か
ら
守
る
」
と

い
う
一
人
芝
居
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
息
子
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も

共
感
し
て
涙
が
出
ま
し
た
、
笑
い
あ
り
・
涙
あ
り
で
心

に
染
み
る
話
で
し
た
、
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
子
ど
も

に
関
わ
る
か
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
等
、
た
く
さ

ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
第
12
回
「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
・
ザ
・
非
行

　
ふ
く
お
か
」　
の
研
修
会
が
、
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

第
61
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

み
や
ざ
き
大
会

北
九
州
市
か
ら
は
2
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
が
提
言
者
と
し
て
発
表

さ
れ
ま
す
。

未
来
の
宝

み
ん
な
で
育
て
、み
ん
な
で
育
つ

〜 

人
が
つ
な
が
る
、想
い
が
つ
な
が
る
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
つ
な
が
る 

〜

ス
ロ
ー
ガ
ン

開　
催　
日

平
成
28
年
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

会　
　
　
場

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

この印刷物は環境に優しい
植物油インキを使用しています。

主
催
：
三
Ｐ
協
連
絡
協

議
会　
／　
講
演　

演　
　
題　
「
子
育
て
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
」

一
人
芝
居　
「
君
を
い
じ
め
か
ら
守
る
」

講　
　
師　
子
ど
も
の
学
び
館　
　
代
表
取
締
役　
福
永　
宅
司
氏
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夜は電源OFF!!
子どもを守る
ネットモラル10ヵ条
❶ ケイタイ・スマホは夜10時になったら電源を切ろう
❷ メールやLINE等のメディアで人の悪口や
 傷つくことを書かないようにしよう！
❸ 人の住所や電話番号等の個人情報は
 書かないようにしよう！
❹ メールや掲示板等に書き込む時は
 読み返そう！
❺ IDやパスワードは他人に教えない！
❻ 著作権・肖像権を守る！
❼ 違法なサイトは見ない！
❽ ネットで知り合った人とは勝手に会わない！
❾ なにかトラブルがあったら直ぐに相談しよう！
� 学校や家庭でのルールを守ろう！

平成28年度 単位PTA活動活性化推進事業
北九州市PTA協議会

お問い合わせ

企画募集しました

助成金

目　的 近年、ネットトラブルやいじめ問題など、子どもを取り巻く
環境は様々な課題が顕在化してきています。そこで、全て
の学校のPTA活動がより充実し、活性化することで、議題
解決への糸口を探っていきたいと考えています。この単位
PTA活動活性化推進事業は、テーマ事業を通して議題解決
に向けて取り組む各単位PTA活動の活性化を願って、支援
助成を行うことを目的としています。

計画内容を審査の上、助成額を決定します。
 （1事業上限額20万円）

事業実施
期間 平成28年4月1日㈮〜平成29年2月28日㈫までの間

北九州市PTA協議会 TEL 093-581-7268 FAX 093-581-9198

平成28年度事業テーマ

小中一貫連携事業 家庭学習定着向上事業 学校・家庭・地域の連携事業

単位PTA活動活性化推進事業について
　北九州市ＰＴＡ協議会では、『単位ＰＴＡ活動活性化推進事業』を行っています。
　この『単位ＰＴＡ活動活性化推進事業』は、テーマ事業を通して課題解決
に向けて取り組む各ＰＴＡの活性化を願って支援事業をおこなうものです。平
成 26 年度より、『単位ＰＴＡ活動活性化推進事業』を始めさせていただき、
今年は３年目にあたります。２回目の報告集ができあがっています。各学校
に２部ずつ配布しています。
　来年度に向けて、『単位ＰＴＡ活動活性化推進事業』に取り組んでみませ
んか。１事業につき、最大で 20 万円の助成をいたします。詳しくは、事業内
容説明会を、10 月に行う予定です。

平
成
28
年
度 

北
九
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
総
会
開
催

平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
小
倉
で
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
平
成
28
年

度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
活
動
報

告
・
決
算
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な

ど
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
素
敵
な
笑
顔
の
た
め
に
～
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
勇

気
と
自
信
で
～（
組
織
改
革
案
）が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
役
割
と
現
状
を
確
認

し
、
事
業
費
・
人
件
費
の
全
て
を
一
般
会
計
で
ま
か

な
う
為
、
会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
承
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

市
内
７
２
，
０
０
０
名
の
会
員
様
よ
り
年
間
100
円
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
会
費
を
年
間
200
円
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
は
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
か
ら
、
真
に
必
要

と
さ
れ
る
組
織
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

監 事
田中　梨恵
（市特支Ｐ連）

副会長
萬德　紀之

（市小学校校長会）

副会長
新澤　直美
（市特支Ｐ連）

副会長
今井　幸伸

（小倉南区中Ｐ連）

監 事
野瀨　正伸

（小倉北区中Ｐ連）

常務理事
赤峰　稔朗

（八幡西中P連）

副会長
村島　永俊

（若松区小Ｐ連）

副会長
坂井　学

（小倉南区中Ｐ連）

副会長
寺田　朋嗣

（小倉北区小Ｐ連）

専務理事
多田　政博

（若松区中Ｐ連）

副会長
金田　孝一

（市特別支援学校校長会）

副会長
上田　眞奈美

（八幡東区小Ｐ連）

副会長
植木　直寛

（門司区小Ｐ連）

会 長
曽我部　駿介
（八幡西小P連）

副会長
大峯　一純

（市中学校校長会）

副会長
松岡　建吾

（小倉南区小Ｐ連）

副会長
遠嶋　秀彦

（戸畑区小Ｐ連）

市
Ｐ
協
の
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ

の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

久
保
川
博
文
事
務
局
長
、
今
永

委
子
事
務
局
員
、
村
山
淑
美
事
務

局
員
の
３
名
で
、
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平成28年6月4日（土）リーガロイヤルホテル小倉で北九
州市PTA協議会の平成28年度総会が開催されました。
平成27年度に引き続き曽我部駿介会長（黒崎中央小学
校）が就任されました。また、平成27年度事業報告・決算
報告、平成28年度事業計画・予算などが審議可決されま
した。新しい役員の元、新しい組織を創造していく力強
い揺るぎない会長の挨拶がなされました。

平成28年度 新役員

事
務
局
紹
介

月 主な事業
（共催事業含む）

日Ｐ・指定都市
九Ｐ・三Ｐ協

6 第１回会長・副会長・
役員研修会 「楽しい子
育て全国キャンペーン」
三行詩募集

九Ｐ総会・理事会・母
親委員会・副会長会・
事務局長会
日Ｐ理事会

7 三Ｐ協研修会
日Ｐ常置委員会・常任
幹事会
事務局長会議
第 11 回「Stop・ ザ・
非行ふくおか」北九州
大会

8 第 64 回日Ｐ全国研究
大 会　徳 島うずしお
大会

9 北九Ｐ協新聞
138 号

九Ｐ理事会・副会長会・
母親代表会
事務局長会・事務局員
研修会
第 72 回指定都市ＰＴ
Ａ情報交換会仙台大会
四 P 協教育交流会

10 第 61 回九州ブロック
研究大会みやざき大会 

11 家庭教育講演会
国内交流研修事 業応
募者審査

日Ｐ年次表彰式
九Ｐ事務局長研修会

12 いじめ防止標語コンテスト
北九Ｐ協新聞
139 号

九Ｐ理事会

1 教育懇談会
2 第２回会長・副会長・

役員研修会
九Ｐ幹部研修会
日Ｐ常置委員会・常任
幹事会・評議員会　

3 北九Ｐ協新聞
140 号

三Ｐ協会長・事務局長
会議

4 広報紙コンクール（一
次審査）

九Ｐ理事会

5 ＰＴＡ指導者研修会
ＰＴＡ広報委員研修会

日Ｐ常置委員会・常任
幹事会

平成28年度 主要行事計画北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で

は
、最
近
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
い
じ
め
問
題
」
に
対
す

る
取
り
組
み
と
し
て
「
い
じ
め
防

止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
公
立
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
11
月
に
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。
小
学
校
15
校
、

中
学
校
12
校
、
特
別
支
援
学
校
３

校
か
ら
合
計
３
，
４
４
９
作
品
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
下
記
の
作
品
が

入
賞
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
、

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
主
催
の

交
流
事
業
、
平
成
27
年
度
は
沖
縄
県

の
渡
嘉
敷
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
11

月
に
応
募
者
を
募
集
し
作
文
審
査
、

面
談
審
査
を
経
て
、
男
子
１
名
、
女

子
１
名
（
中
学
２
年
）
を
北
九
州
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
の
推
薦
と
し
て

派
遣
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
118
名
の

中
学
生
は
、
５
日
間
の
交
流
で
貴
重

な
体
験
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
中
学
２
年

生
の
皆
様
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
二
つ
書
き

ま
す
。

一
つ
目
は
沖
縄
で
行
わ
れ
た
戦
争
に
つ
い

て
で
す
。

僕
は
沖
縄
の
方
か
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
方
は

目
の
前
で
お
父
さ
ん
が
爆
発
に
巻
き
こ
ま
れ

て
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
方
の
お
姉

さ
ん
は
お
父
さ
ん
の
返
り
血
を
あ
び
た
そ
う

で
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
そ
の
時
の
記
憶
が
な
い

そ
う
で
す
。
大
切
な
人
や
親
戚
の
人
た
ち
が

次
々
に
死
ん
で
し
ま
う
戦
争
に
僕
は
改
め
て

恐
怖
を
覚
え
ま
し
た
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
始

ま
る
戦
争
、
そ
の
小
さ
な
こ
と
を
こ
れ
か
ら

大
人
に
な
る
自
分
た
ち
が
な
く
し
て
い
き
、

二
度
と
大
切
な
人
が
い
な
く
な
る
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
二
つ
目
で
す
。
僕
は
こ
の
研
修
で
友

達
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
研
修
に
行
く

前
は
学
校
の
友
達
な
ど
特
に
何
も
考
え
て
な

く
た
だ
の
友
達
で
し
た
。
し
か
し
、
研
修
で

一
緒
に
な
っ
た
他
県
か
ら
来
た
人
た
ち
と
は

五
日
間
ぐ
ら
い
で
と
て
も
仲
良
く
な
り
、
一

日
一
日
が
す
ご
く
長
く
大
切
な
時
間
だ
っ
た

と
初
め
て
思
え
ま
し
た
。
け
っ
し
て
僕
が
学

校
の
友
達
と
仲
が
悪
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
上
に
楽
し
く
、
心
か
ら
分
か
り
合
え
、

何
も
気
に
せ
ず
本
音
で
語
り
合
え
た
こ
と
が

今
回
出
合
っ
た
友
達
と
仲
良
く
な
り
、
大
切

だ
と
思
い
合
え
る
関
係
に
な
っ
た
理
由
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
友
達
と
別
れ
る
時
、
み
ん

な
が
涙
を
流
し
「
ま
た
会
お
う
」
と
言
葉
を

交
わ
し
合
え
た
の
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
は
僕
の
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
、
人
生
に
と
て
も
役
に
立
ち
、
生
き
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
も
う
二
度
と
な
い
こ
の
経

験
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
友
の
大
切
さ

を
心
に
刻
み
込
ん
で
他
の
人
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

初
め
て
出
会
っ
た
仲
間
と
、
見
た
こ
と
の

な
い
美
し
い
景
色
、沢
山
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
し
な
が
ら
過
ご
し
た
五
日
間
。
私
は
改
め

て
、「
仲
間
の
大
切
さ
」
に
気
付
き
ま
し
た
。

火
起
こ
し
を
し
た
り
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
の
具
材
を
切
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
と
っ

て
も
美
味
し
く
て
、
お
も
わ
ず
お
か
わ
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
、

み
ん
な
で
自
主
練
を
し
た
り
、
講
師
の
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
り
し
て
、
振
り
付
け

を
覚
え
て
、
大
交
流
会
で
発
表
し
、
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
前
後
に
他

の
班
が
作
っ
た
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
や
さ

ば
か
れ
た
巨
大
マ
グ
ロ
の
刺
身
を
食
べ
た

り
、
民
踊
や
獅
子
舞
、
空
手
の
発
表
を
見
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

大
交
流
会
の
最
後
に
、
急
に
ス
テ
ー
ジ

に
引
っ
張
り
上
げ
ら
れ
て
、
明
る
い
音
色
に

合
わ
せ
て
み
ん
な
で
踊
っ
た
カ
チ
ュ
ー
シ
ー

で
、
県
境
を
越
え
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。

次
の
日
…
三
日
目
に
島
内
散
策
が
あ
り
、

迷
子
に
な
り
な
が
ら
も
、
美
し
い
自
然
に
巡

り
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
の
中
の
世

界
も
、
す
ぐ
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
青

い
海
に
広
が
る
サ
ン
ゴ
、
楽
し
そ
う
に
泳
ぐ

魚
達
。
本
当
に
美
し
か
っ
た
で
す
。

キ
レ
イ
な
海
を
見
た
後
に
、
出
し
物
大
会

が
あ
り
、
私
の
班
で
は
、「
桃
太
郎
の
い
な

い
桃
太
郎
」
の
劇
を
し
ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ

を
考
え
た
り
し
て
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
み
ん
な
の
ア
ド
リ
ブ
も
あ
っ
て
、
審
査

員
か
ら
は
高
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、
自

分
が
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
・
考
え
た
こ

と
を
言
う
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
夢
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が「
す
ご
い
ね
！
」

「
が
ん
ば
れ
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
す
ご

く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

他
の
日
に
も
、
平
和
の
尊
さ
、「
今
」
が

「
あ
た
り
ま
え
」
で
は
な
い
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。「
桃
太
郎
の
い
な
い
桃
太
郎
」
の
よ

う
に
、
も
し
か
し
た
ら
、
み
ん
な
と
「
出
会

え
な
か
っ
た
」
世
界
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
出
会
い
は
、
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
五

日
間
は
、「
奇
跡
」
だ
と
、
五
日
間
に
本
州

か
ら
来
た
仲
間
達
が
先
に
空
港
へ
向
か
っ
て

い
く
の
を
見
送
り
な
が
ら
、
泣
き
な
が
ら
、

改
め
て
知
り
ま
し
た
。
　

今
、
私
は
さ
っ
そ
く
夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
辛
い
こ
と
も
、
苦
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、私
の
今
い
る
場
所
に
も
、

仲
間
が
い
て
、
仲
間
が
度
々
助
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。

「
あ
た
り
ま
え
」
じ
ゃ
な
い
こ
と
。
こ
れ

に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
、
班
の
み
ん
な
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
い
る
仲
間
と
共

に
、
私
は
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
が
ん
ば
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
班
の
メ
ン
バ
ー
に
、
渡
嘉
敷
に
出

会
っ
た
と
き
、「
夢
を
叶
え
た
」
と
胸
を
張
っ

て
言
え
る
よ
う
に
。

こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
の
挑
戦

と
、
出
会
い
を
く
れ
た
方
々
に
は
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
恩
返
し
の
た
め
に

も
。

Challeng  tow
ards  the  future!

　
に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
た
ん
！

国
内
研
修
事
業　

  

渡
嘉
敷
村

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

国
内
研
修
事
業
に
参
加
し
て

　
　
　
白
銀
中
学
校 

三
年

大
谷
　
武
司

ド
ラ
マ
の
様
な
五
日
間

　
　
　
篠
崎
中
学
校 

三
年

濱
村
　
貴
美
香

in

平成28年3月25日㈮　東武ホテルレバント東京にて

全国賞

心から「止めようよ」　言える私に　絶対になる！
天籟寺小学校　６年　市丸　瑞渉

言わないで　消えない言葉　消せない言葉
二島中学校　２年　田原　朋佳

優秀賞

ぜったいやめろ！　いじめがあったら すぐにとめろ !!　ぼく !!!
長尾小学校　４年　大津　　健

「いじめゼロ」　願うだけでは　始まらない
戸畑中央小学校　６年　小澤　朱莉

遅くない　向き合う事で　動き出す
高須中学校　１年　神林　瑞葵

PTA
推薦賞

悪口の　ボールをキャッチ　やさしい心で　つつみこめ
熊西小学校　６年　太田　雄大

「馬鹿、きえろ」軽く言うなよ　俺の口
高須中学校　３年　赤窄　佑弥

１０年後　笑って話せる　友達で
高須中学校　３年　佐藤　杏菜

いじめ防止標語コンテスト入賞作品

※学年は、平成 27 年度の学年です。

い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
平
成
28
年
3
月
25
日（
金
）  

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト

受賞
おめでとう

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
保
護
者
と
教
職
員
が
学

び
合
い
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
充
実

と
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
福
祉
増
進
を

図
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
広
報
紙
は
、
そ
の
活
動
の
理
解
と
情

報
共
有
な
ら
び
に
活
性
化
の
手
段
と
し

て
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
す
。

そ
こ
で
、
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と

し
て
は
、
北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
共
催

し
て
、
毎
年
５
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

５
月
25
日
（
水
）
ウ
ェ
ル
と
ば
た
中
ホ
ー

ル
お
よ
び
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
初
め
に
、
今
年
度
の
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
学
校
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
講
師
に
元
北
九
州
市
立
門
司

特
別
支
援
学
校　
北
九
州
市
新
聞
教
育
研

究
会　

元
顧
問
の
日
笠 

眞
裕
美
先
生
を

お
招
き
し
て
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
レ
イ
ア
ウ
ト
の
方
法
』『
記
事
の
書

き
方
』
等
、
具
体
的
に
、
本
年
度
表
彰
を

さ
れ
た
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
参
考
に
、

こ
う
い
う
風
に
し
た
ら
良
い
と
い
う
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
広
報
誌
づ
く
り
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
具

体
的
に
で
き
る
よ
う
に
小
グ
ル
ー
プ
編
成

に
し
て
み
ま
し
た
。
他
の
学
校
の
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
学

校
に
持
ち
帰
り
こ
の
研
修
を
活
か
し
ま
す

等
、
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今

の
広
報
新
聞

は
、
学
校
新
聞

に
近
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
変
え
て
い

き
ま
す
と
い
う

感
想
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
、「
タ
ッ
ク
ル
」
も

「
キ
ッ
ク
」
も
な
し
。
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

を
持
っ
て
走
り
、
パ
ス
し
、
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
、
み
ん
な
で
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
ゲ
ー

ム
で
す
。と
っ
て
も
簡
単
で
す
。仲
間
で
、

ボ
ー
ル
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
に
走
り
こ

む
の
は
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
推
薦
『
小
・

中
学
生
総
合
保
障
制
度
』
受
託
会
社
で

あ
る
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会
社
の
親
会
社

Ａ
Ｇ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
キ
ッ
ト
（
ボ
ー
ル
、
タ
グ
等

の
セ
ッ
ト
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
福
岡
県
小
学
校
体

育
研
究
会
を
通
じ
て
、
北
九
州
市
内
３

校
に
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
校
は
、引
野
小
学
校
、高
須
小
学
校
、

あ
や
め
が
丘
小
学
校
の
３
校
で
す
。
平

成
27
年
３
月
23
日
（
水
）
に
、
北
九
州

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

曽
我
部
会
長
以
下

関
係
者
で
学
校
訪
問
を
行
い
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
活
用
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度　
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
研
修
会
開
催

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

広
報
紙
は
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す

２
０
１
９
年 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
！

小
　
学
　
校

広
報
紙
名

Ｐ
Ｔ
Ａ
名

足
原
つ
う
し
ん

北
九
州
市
立

足
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

い
ぼ
り

北
九
州
市
立

井
堀
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

き
く
が
お
か

Ｐ
Ｔ
Ａ

北
九
州
市
立

企
救
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

１
，
２
の

３
！ 

志
井

北
九
州
市

志
井
小
学
校
父
母
教
師
会

わ
か
ぞ
の

北
九
州
市
立

若
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

た
か
す

北
九
州
市
立

高
須
小
学
校
父
母
教
師
会

中
　
学
　
校

広
報
紙
名

Ｐ
Ｔ
Ａ
名

ウ
ェ
ー
ブ

北
九
州
市
立

小
倉
南
特
別
支
援
学
校

父
母
教
師
会

思
永

北
九
州
市
立

思
永
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

霧
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
よ
り

北
九
州
市
立

霧
丘
中
学
校
父
母
教
師
会

紫
陽

北
九
州
市
立

若
松
中
学
校
父
母
教
師
会

もっと詳しいガイドや楽しみ方は
「タグラグビー」ホームページ
（公財）日本ラグビーフットボール協会
タグラグビーホームページで公開中！
http ://w w w.tagrugby-japan .jp タグラグビー 検索

全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
一
覧  

優
秀
校
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出典：日本ラグビーフットボール協会


